
事業別予算概要 一般会計

一般財源

以下は予算要求時の内容

H22当初予算額

3,360

起債

その他

金額の単位は、千円

目 1 社会教育総務費

事業名 94135 社会教育団体等活動事業補助金

市民活動部　生涯学習課

○

内線　2350

款 9 教育費 項 4 社会教育

予算要求課

歳出 3,360 360 △ 3,000

事業費（人件費除く） 査定の考え方財務部査定額 査定の考え方H23要求額 増減 市長査定額

新規 継続 拡大 縮小

財源内訳

国庫支出金

360

県支出金

財務部査定どおり
（平成23年度より市民活動推進課に所管変更）

360 360

要求どおり
予算組替に伴い減

360

△ 3,000

360

③家庭や地域との連携強化

学校教育

（１）義務教育の充実を図る

（４）「ゆたかさ」のあるまちをめざして

PTA活動等支援事業

事業の目的 ①総合計画

事業実施の課題 ②実施計画・中期財政計画

　ＰＴＡが行う地域の絆を深め子どもたちを見守る活動を支援する

５「ゆたかさ」のあるまちをめざして　

　家庭・学校・地域との連携
　関係団体と市との関わり

ソフト

実施方針

③事業評価

成果

H22見込

（１）学校教育

　今後の方向性

評価区分

H23計画
コスト・成果ポ
ジション

　ＰＴＡ連合会の活動に対する支援

コスト

事業名

計画・実績・見込

事業概要

H21実績

要求額増減理由

　高山市民憲章推進協議会補助金（3,000千円）は市民活動推進課に移管

④市長の約束

　ＰＴＡ活動の推進

成果

　



事業別予算概要 一般会計

一般財源

以下は予算要求時の内容

H22当初予算額

1,814

1,814

事業費（人件費除く）

起債

その他

　社会教育委員のあり方
　東海北陸社会教育研究大会の開催

　社会教育委員会議・生涯学習施設運営審議会の開催
　各種社会教育研究大会等への参加

6社会教育委員定例会議等（回） 6

成果

　公民館大会等関連経費の増(公民館運営費より移行)
　東海北陸社会教育研究大会来高者に対するおもてなし経費（記念品等）の増

要求額増減理由

　社会教育の推進

H23計画

実施方針

④市長の約束

計画・実績・見込 H21実績 H22見込

6

成果コスト・成果ポ
ジション

コスト

事業実施の課題

事業概要

③事業評価

事業名
　今後の方向性

評価区分

（１）誰もが生涯を通じて自ら学ぶことのできる環境をつくる

①学習機会の充実

②実施計画・中期財政計画

事業の目的 ①総合計画

　社会教育の推進を図る

（４）「ゆたかさ」のあるまちをめざして

生涯学習

財務部査定どおり
（平成23年度より市民活動推進課に所管変更）

査定の考え方

1,836

市長査定額

1,836歳出

財源内訳

国庫支出金

266

県支出金

2,080

事務費は実績等に基づき精査

1,836

1,836

市民活動部　生涯学習課 内線　2350

目

財務部査定額

2,080 266

○

金額の単位は、千円

款 9 教育費 項 4

予算要求課

H23要求額 増減

1 社会教育総務費社会教育

査定の考え方

事業名 94140 社会教育関係事務費

拡大 縮小新規 継続



事業別予算概要 一般会計

一般財源

以下は予算要求時の内容

H22当初予算額事業費（人件費除く）

財源内訳

国庫支出金

起債

予算要求課 市民活動部　生涯学習課

文化会館運営費

款

内線　2363 金額の単位は、千円

目 2 文化会館費9

○

社会教育費

新規 継続 拡大 縮小

事業名 94200

教育費 項 4

増減 市長査定額 査定の考え方財務部査定額 査定の考え方

歳出 105,435 106,135

105,435 106,135

700 105,435 前年同額 105,435 財務部査定どおり

H23要求額

県支出金

その他

105,435 105,435700

（４）「ゆたかさ」のあるまちをめざして

文化

①文化的環境の醸成

事業の目的

市民文化会館管理事業

（４）文化

③事業評価

①総合計画

　文化会館の適正な管理運営により市民の利用を促進する
（２）あらたな文化の創造と振興を図る

事業実施の課題 ②実施計画・中期財政計画

H23計画
コスト・成果ポ
ジション

事業概要

　利用者目線に立った施設の運営

評価区分

５「ゆたかさ」のあるまちをめざして

ソフト

266,501

計画・実績・見込

　市民文化会館利用者数（人）

H21実績

　今後の方向性

280,000 294,000 実施方針

コスト 成果

事業名

　管理運営

H22見込

成果

④市長の約束

要求額増減理由

　指定管理者制度の導入による利用者サービスの向上、経費の削減



事業別予算概要 一般会計

一般財源

以下は予算要求時の内容

H22当初予算額事業費（人件費除く）

財源内訳

国庫支出金

起債

予算要求課 市民活動部　生涯学習課

文化会館整備事業費

款

内線　2363 金額の単位は、千円

目 2 文化会館費9

○

社会教育費

新規 継続 拡大 縮小

事業名 94210

教育費 項 4

増減 市長査定額 査定の考え方財務部査定額 査定の考え方

歳出 15,000 54,017

15,000 54,017

39,017 50,000 計画額どおり 50,000 財務部査定どおり

H23要求額

県支出金

その他

50,000 50,00039,017

①文化的環境の醸成

事業の目的 ①総合計画

　誰もが気軽に利用しやすい快適な生涯学習環境を整備する
（２）あらたな文化の創造と振興を図る

（４）「ゆたかさ」のあるまちをめざして

文化

事業実施の課題 ②実施計画・中期財政計画

５「ゆたかさ」のあるまちをめざして

ハード

市民文化会館整備事業

事業概要

③事業評価

（４）文化

成果

　施設の改修整備

事業名

　施設の改修整備

H21実績 H22見込

　老朽化への対応
　駐車場不足への対応

評価区分

バリアフリー改修

　床張替え

H23計画
コスト・成果ポ
ジション

　客席取替え

大小ホール改修

計画・実績・見込

成果

　今後の方向性

電気設備改修 舞台設備改修 実施方針

④市長の約束

コスト

　整備計画による

要求額増減理由

　施設の利便性・安全性の確保



事業別予算概要 一般会計

一般財源

以下は予算要求時の内容

　点検委託料の減（隔年実施）

要求額増減理由

成果

　指定管理者制度の導入による利用者サービスの向上、経費削減

④市長の約束

実施方針丹生川文化ホール

　利用者目線に立った施設の運営
　民間への移譲

ソフト／ハード

秋神研修センター

久々野公民館　施設の修繕・改修

事業概要

一之宮公民館

③事業評価

事業名
　今後の方向性

成果

評価区分

H22見込 H23計画
コスト・成果ポ
ジション

コスト

　管理運営

計画・実績・見込 H21実績

公民館運営事業／公民館維持修繕・改修事業

事業の目的

事業実施の課題

　公民館の適正な管理運営により市民の利用を促進する

（４）「ゆたかさ」のあるまちをめざして

①総合計画

生涯学習

（２）生涯学習

５「ゆたかさ」のあるまちをめざして

（１）誰もが生涯を通じて自ら学ぶことのできる環境をつくる

②学習施設の整備

②実施計画・中期財政計画

△ 669 54,678 施設維持管理費は実績に基づき精査
機械器具保守点検の隔年実施による減

54,67856,318 55,649

△ 759 53,678

914

53,678

1,004 90

54,645

財源内訳

国庫支出金

その他

起債

県支出金

歳出

1,0001,000

55,404

査定の考え方査定の考え方

財務部査定どおり

市長査定額財務部査定額事業費（人件費除く） H23要求額 増減H22当初予算額

新規 継続 拡大 縮小

○

金額の単位は、千円

公民館費

事業名 94325 公民館管理費

4 社会教育費 目 3款 項

予算要求課 市民活動部　生涯学習課 内線　2365

9 教育費



事業別予算概要 一般会計

一般財源

以下は予算要求時の内容

実施方針

コスト・成果ポ
ジション

事業名

（５）地域

ソフト

④市長の約束

成果

女性青尐年会館管理事業

　管理運営

　利用者目線に立った施設の運営

22,432　女性青尐年会館利用者数（人）

　指定管理者制度の導入による利用者サービスの向上、経費節減

要求額増減理由

成果

計画・実績・見込

23,000

H23計画

事業概要

③事業評価

　今後の方向性

評価区分

コスト

23,000

H21実績

事業実施の課題 ②実施計画・中期財政計画

（４）「ゆたかさ」のあるまちをめざして

生涯学習

（１）誰もが生涯を通じて自ら学ぶことのできる環境をつくる

H22見込

５「ゆたかさ」のあるまちをめざして

　女性青尐年会館の適正な管理運営により市民の利用を促進する

②学習施設の整備

事業の目的 ①総合計画

△ 4 15,660 前年同額 15,66015,660 15,656

△ 4 15,646

14

15,646

14 0

15,642

財源内訳

国庫支出金

その他

起債

県支出金

歳出

1414

15,646

査定の考え方査定の考え方

財務部査定どおり

市長査定額財務部査定額事業費（人件費除く） H23要求額 増減H22当初予算額

新規 継続 拡大 縮小

○

金額の単位は、千円

女性青尐年推進費

事業名 94400 女性青尐年会館等管理費

4 社会教育費 目 4款 項

予算要求課 市民活動部　生涯学習課 内線　2365

9 教育費



事業別予算概要 一般会計

一般財源

以下は予算要求時の内容

4,090 4,095△ 5

④市長の約束

要求額増減理由

成果

　青尐年の健全育成

4,200

H22見込

3,8003,309

　各種教養講座の開催やクラブ活動に対する支援

事業名

　教養講座受講者数（人）

計画・実績・見込 H21実績 H23計画
コスト・成果ポ
ジション

事業概要

評価区分

コスト 成果

実施方針

③事業評価

　若年者ニーズの変化への対応

４「にぎわい」のあるまちをめざして

（７）労働

勤労青尐年ホーム運営事業

　今後の方向性

事業実施の課題 ②実施計画・中期財政計画

　勤労青尐年ホームを活用した各種事業等の実施により青尐年の健全育成を図る
生涯学習

（１）誰もが生涯を通じて自ら学ぶことのできる環境をつくる

ソフト

①学習機会の充実

（４）「ゆたかさ」のあるまちをめざして

事業の目的 ①総合計画

△ 5 4,095 前年同額 4,095

事業費（人件費除く）

4,095

起債

県支出金

その他

歳出

財源内訳

国庫支出金

4,095

査定の考え方査定の考え方

財務部査定どおり

4,095

市長査定額H23要求額 増減H22当初予算額

4,090

財務部査定額

新規 継続 拡大 縮小

○

金額の単位は、千円

女性青尐年推進費

事業名 94405 勤労青尐年ホーム運営費

4 社会教育費 目 4款 項

予算要求課 市民活動部　生涯学習課 内線　2365

9 教育費



事業別予算概要 一般会計

一般財源

以下は予算要求時の内容

①家庭を大切にするこころづくり

市長査定額H22当初予算額

3,090

3,090

財源内訳

国庫支出金

3,180

事業名

歳出 3,180

4

94410 青尐年健全育成事業費

款 9 教育費

事業概要

4

計画・実績・見込

成果

予算要求課 市民活動部　生涯学習課 内線　2349 金額の単位は、千円

4 社会教育費 目 女性青尐年推進費項

○

新規 継続 拡大 縮小

財務部査定額 査定の考え方事業費（人件費除く） H23要求額 増減

△ 90 3,090 要求どおり 3,090 財務部査定どおり
（平成23年度より市民活動推進課に所管変更）

査定の考え方

起債

県支出金

その他

3,090 3,090△ 90

（４）「ゆたかさ」のあるまちをめざして

（１）地域に住み続けたいという思いを育てる

事業実施の課題

（５）地域

ソフト

子ども会育成事業／青尐年健全育成事業

②実施計画・中期財政計画

事業の目的 ①総合計画

地域
　青尐年健全育成団体の支援等を通じて健全な青尐年を育成する

　青尐年健全育成団体間の連携
　青尐年育成推進員のあり方
　子ども会活動の活性化
　関係団体と市との関わり

　青尐年育成活動
　青尐年健全育成団体の活動に対する支援

　補助金交付団体数（団体） 4 3

コストコスト・成果ポ
ジション

③事業評価

５「ゆたかさ」のあるまちをめざして

評価区分

事業名

成果

　今後の方向性

H22見込H21実績 H23計画

実施方針

④市長の約束

　刈谷市子ども会来高（隔年）による補助金の増

要求額増減理由

　青尐年の健全育成
　青尐年を取巻く環境の浄化



事業別予算概要 一般会計

一般財源

以下は予算要求時の内容

県支出金

550

財源内訳

社会教育 目

　関係団体における活動のあり方
　関係団体と市との関わり

増減

4 女性青尐年推進費

H22当初予算額

9 教育費

拡大

内線　2350 金額の単位は、千円

事業名 94415 女性団体育成事業費

款 項

予算要求課 市民活動部　生涯学習課

4

縮小新規 継続

○

事業費（人件費除く）

国庫支出金

財務部査定どおり
（平成23年度より市民活動推進課に所管変更）

550

市長査定額 査定の考え方財務部査定額 査定の考え方H23要求額

歳出 580 要求どおり 550

起債

その他

580

550 △ 30

550△ 30 550

事業実施の課題 ②実施計画・中期財政計画

事業の目的 ①総合計画

　女性の視点から身近な暮らしの中の問題を解決することを目指して活動している女性団体の育成を図る

（４）「ゆたかさ」のあるまちをめざして

（２）男女が互いに尊重し合い個性と能力が発揮できる環境をつくる

①男女共同参画社会の実現

地域

事業概要

③事業評価

５「ゆたかさ」のあるまちをめざして

（５）地域

ソフト

女性団体育成事業

計画・実績・見込

コスト 成果

H21実績 H22見込

事業名

　女性団体の活動に対する支援

　今後の方向性

評価区分

実施方針

H23計画
コスト・成果ポ
ジション

2 2　補助金交付団体数（団体） 2

成果

要求額増減理由

　生活・地域・社会の改善

④市長の約束



事業別予算概要 一般会計

一般財源

以下は予算要求時の内容

市長査定額 査定の考え方

△ 90 3,000 3,000

財務部査定額 査定の考え方

　「はたちの一行詩」応募数（点）

実施方針

H23計画
コスト・成果ポ
ジション

評価区分

成果コスト

③事業評価

　今後の方向性

300

　新成人を祝う実行委員会委員の確保

H21実績 H22見込

④市長の約束

成果

　新しい発想による式典の開催

要求額増減理由

302

計画・実績・見込

　式典参加者数（人）

300

　１２中学校区で実行委員会を組織し式典を開催

856 920 840

事業名
事業概要

成人式等開催事業

５「ゆたかさ」のあるまちをめざして

（５）地域

ソフト

①家庭を大切にするこころづくり

事業実施の課題 ②実施計画・中期財政計画

　高山市在住及び出身者を対象とした「新成人を祝うつどい」を開催する

（４）「ゆたかさ」のあるまちをめざして

地域

（１）地域に住み続けたいという思いを育てる

事業の目的 ①総合計画

起債

県支出金

財源内訳

国庫支出金

3,090 3,000

その他

歳出 3,090 3,000 △ 90 3,000 要求どおり 3,000 財務部査定どおり
（平成23年度より市民活動推進課に所管変更）

事業費（人件費除く） H23要求額 増減H22当初予算額

女性青尐年推進費

○

新規 継続 拡大 縮小

予算要求課 市民活動部　生涯学習課

項

事業名 94420 成人式事業費

款 9 教育費 目 4

内線　2349

4 社会教育費

金額の単位は、千円



事業別予算概要 一般会計

一般財源

以下は予算要求時の内容

生涯学習

H22当初予算額事業費（人件費除く）

財源内訳

国庫支出金

起債

予算要求課 市民活動部　生涯学習課

子ども移動科学館事業費

款

内線　2343 金額の単位は、千円

目 4 女性青尐年推進費9

○

社会教育費

新規 継続 拡大 縮小

事業名 94430

教育費 項 4

増減 市長査定額 査定の考え方財務部査定額 査定の考え方

歳出 250 250

250 250

0 250 前年同額 250 財務部査定どおり

H23要求額

県支出金

その他

250 2500

①学習機会の充実

（１）誰もが生涯を通じて自ら学ぶことのできる環境をつくる

　実施内容、方法

事業の目的

事業実施の課題 ②実施計画・中期財政計画

５「ゆたかさ」のあるまちをめざして

（４）「ゆたかさ」のあるまちをめざして

　参加体験型の科学教室や、ものづくり体験を通じて次代の科学技術を担う人材を育成する

事業概要

（２）生涯学習

ソフト

①総合計画

③事業評価

子ども科学館開催事業

　理科室を利用した科学教室

計画・実績・見込

成果コスト

　参加体験型の科学教室や、ものづくり体験の実施

事業名

H22見込 H23計画H21実績
コスト・成果ポ
ジション

3

150

3

　今後の方向性

評価区分

実施方針

要求額増減理由

成果

　次代の科学技術を担う人材の育成

④市長の約束　　開催回数（回）

　　参加者数（人） 157 128

3



事業別予算概要 一般会計

一般財源

以下は予算要求時の内容

　家庭・学校・地域との連携
　参加児童数の増加
　より柔軟で有意義な事業展開が図れる実施手法

　各地区実行委員会の企画運営による体験学習土曜教室の実施

　豊かな人間性の育成・推進

7,448

（４）「ゆたかさ」のあるまちをめざして

①総合計画

実施方針

要求額増減理由

成果

　　参加者数（人） 9,000 10,000

　体験学習土曜教室

443 500 500　　開催回数（回） ④市長の約束

評価区分

計画・実績・見込

コスト 成果

H21実績 H22見込 H23計画
コスト・成果ポ
ジション

事業概要

③事業評価

事業実施の課題 ②実施計画・中期財政計画

　今後の方向性
事業名

体験土曜教室支援事業

（１）義務教育の充実を図る

ソフト

５「ゆたかさ」のあるまちをめざして

（１）学校教育

学校教育
　子どもの豊かな人間性を育むため、家庭・学校・地域が連携して、体験土曜教室を開催する

①自ら学び考える力の育つ教育の推進

事業の目的

1,890 1,890

前年同額 1,890

1,890 0

起債

県支出金

1,890

H23要求額

歳出 1,890 1,890

増減H22当初予算額 査定の考え方

その他

財源内訳

国庫支出金

0 1,890

事業費（人件費除く）

財務部査定どおり
（平成23年度より市民活動推進課に所管変更）

市長査定額 査定の考え方財務部査定額

○

新規 継続

目 4

拡大 縮小

教育費 4 社会教育費項 女性青尐年推進費

事業名

予算要求課 市民活動部　生涯学習課 内線　2349 金額の単位は、千円

94435 体験学習土曜教室支援事業費

款 9



事業別予算概要 一般会計

一般財源

以下は予算要求時の内容

H22当初予算額

歳出 165,790

財源内訳

国庫支出金

要求額増減理由

　国府分館の蔵書整備による増

④市長の約束

成果

　指定管理者制度導入による利用者サービスの向上、経費削減

　図書館利用登録者数（人） 44,613 49,56747,090

事業名

実施方針6.34 「Ⅱ」以上の水準に向けた改善が必要

図書館図書整備事業

成果

中

Ⅲ

計画・実績・見込 H22見込 H23計画H21実績
コスト・成果ポ
ジション

コスト

　今後の方向性

　利用者のニーズに応じた資料の購入や配本等により蔵書の充
実を図る必要がある。
　また、利用者の知りたいこと、調べたいことに対して必要な情報
や資料などを入手できるように支援するレファレンスサービスの
充実を図る必要がある。

評価区分

事業概要

　市民一人当たりの図書貸出数（点） 5.94

中

　管理運営

6.12

　知の拠点施設としての機能の充実

５「ゆたかさ」のあるまちをめざして

（２）生涯学習

読書推進事業／図書館運営事業／図書館図書整備事業

ソフト

③事業評価

事業実施の課題 ②実施計画・中期財政計画

生涯学習

①学習機会の充実／②学習施設の整備

①総合計画事業の目的

　図書館の適正な管理運営により市民の利用を促進する

（４）「ゆたかさ」のあるまちをめざして

（１）誰もが生涯を通じて自ら学ぶことのできる環境をつくる

財務部査定どおり前年同額 165,790

その他

起債

165,790

県支出金

査定の考え方

31,930 165,790

市長査定額

31,930 165,790

H23要求額 増減 財務部査定額 査定の考え方

165,790 197,720

197,720

新規 継続 拡大

事業名 94515

事業費（人件費除く）

金額の単位は、千円

図書館費項

予算要求課 市民活動部　生涯学習課 内線　2349

款 9 教育費 4 社会教育費 目 5

図書館管理費

縮小

○



事業別予算概要 一般会計

一般財源

以下は予算要求時の内容

9

H22当初予算額

歳出 180

事業費（人件費除く）

180

要求額増減理由

　芸術文化振興計画策定経費の増

芸術文化の振興を積極的に支えます

実施方針

成果

　芸術文化的環境の醸成

④市長の約束

伝統文化を守り、次代へ継承します。

　文化振興事務
　芸術文化振興計画の策定

H23計画
コスト・成果ポ
ジション計画・実績・見込 H21実績 H22見込

事業名
　今後の方向性

評価区分

成果コスト

（２）新たな文化の創造と振興を図る

文化

③事業評価

事業の目的 ①総合計画

　芸術文化の振興を図る

（４）「ゆたかさ」のあるまちをめざして

①文化的環境の醸成

事業実施の課題 ②実施計画・中期財政計画

　芸術文化の捉え方

事業概要

190 4,190

前年同額 4,190

国庫支出金

その他

県支出金

飛騨高山国際芸術祭実行委員会負担金を計上

査定の考え方

財源内訳 起債

4,164 190

財務部査定額

4,344

文化振興事務費

4,344 4,164

市長査定額

○

H23要求額 増減

款 9 教育費

査定の考え方

新規 継続 拡大 縮小

事業名 94600

金額の単位は、千円

文化振興費項

予算要求課 市民活動部　生涯学習課 内線　2365

4 社会教育費 目 6



事業別予算概要 一般会計

一般財源

以下は予算要求時の内容

9

増減H22当初予算額

財源内訳

H22見込

国庫支出金

歳出 6,486 △ 3,809

金額の単位は、千円

財務部査定額

2,486 2,486

市長査定額査定の考え方

文化振興費

美術展覧会等開催事業

予算要求課 内線　2350市民活動部　生涯学習課

款 9 社会教育費

事業費（人件費除く）

6,486 2,486

起債

①総合計画

県支出金

2,486

ソフト

美術展覧会等開催事業

③事業評価

（４）文化

（４）「ゆたかさ」のあるまちをめざして

飛騨高山現代木版画ビエンナーレ隔年開催による
減

△ 3,809

文化

②実施計画・中期財政計画

５「ゆたかさ」のあるまちをめざして

①文化的環境の醸成

（２）あらたな文化の創造と振興を図る

縮小

項

査定の考え方

財務部査定どおり

拡大

教育費 4 6

その他

○

目

2,677

H23要求額

94605

継続

事業名

新規

2,677

計画・実績・見込

事業実施の課題

　公募美術展の関連や位置づけ
　市民を巻き込んだ実施手法

　ビエンナーレの海外公募に向けた調査研究費の増
　飛騨高山現代木版画ビエンナーレ（隔年）の減

成果

　芸術文化に対する意識の高揚
　芸術文化水準の向上

要求額増減理由

事業の目的

　芸術文化の市民生活への浸透と文化振興を図るため美術展を開催する

　公募美術展の開催
　市有美術品の保存・展示

事業概要

H23計画

　美術展来場者数（人）

1,860 1,210　出品作品数（点）

6,7006,500

1,476

6,348

H21実績

評価区分

実施方針 「Ⅱ」以上の水準に向けた改善が必要

中中

美術展覧会等開催事業

Ⅲ

コスト・成果ポ
ジション

　今後の方向性

　市の３つの公募美術展の関連や位置づけ、市民を巻き込んだ
実施方法等について検討する必要がある

コスト

事業名

伝統文化を守り、次代へ継承します。

芸術文化の振興を積極的に支えます

④市長の約束

成果



事業別予算概要 一般会計

一般財源

以下は予算要求時の内容

9

H22当初予算額

歳出 9,550

事業費（人件費除く）

9,550

要求額増減理由

　小学校芸術鑑賞事業の増（対象児童の拡大）
　市民文化芸術鑑賞事業の増（対象ホールの拡大）

芸術文化の振興を積極的に支えます

実施方針

成果

　芸術文化に対する意識の高揚
　芸術文化水準の向上

④市長の約束

伝統文化を守り、次代へ継承します。

　市民文化芸術鑑賞事業参加者数（人） 3,838

　小学校芸術鑑賞事業参加者数（人） 1,038 1,081 2,000

4,000 10,000

　小学校芸術鑑賞事業の開催
　市民文化芸術鑑賞事業の開催

H23計画
コスト・成果ポ
ジション計画・実績・見込 H21実績 H22見込

事業名
事業概要 　今後の方向性

評価区分

成果コスト

　小学校芸術鑑賞事業のあり方
　市民文化芸術鑑賞事業のあり方（一定規模以上のホールの有効活用）
　国際的な芸術イベント等飛騨高山の知名度を活かした新たな芸術文化の振興
　地域文化振興事業（地域振興特別予算）との関係

５「ゆたかさ」のあるまちをめざして

（４）文化

文化振興自主事業

ソフト

③事業評価

（２）新たな文化の創造と振興を図る

文化
　優れた芸術文化にふれる機会の充実を図る

（４）「ゆたかさ」のあるまちをめざして

①文化的環境の醸成

事業実施の課題 ②実施計画・中期財政計画

事業の目的 ①総合計画

2,000

30,050 30,050

要求どおり
芸術鑑賞事業の拡充に伴い増

32,050

国庫支出金

その他

県支出金

財務部査定どおり

査定の考え方

財源内訳 起債

△ 22,500 32,050

財務部査定額

2,000

32,050

文化芸術鑑賞事業費

32,050 22,500

市長査定額

○

H23要求額 増減

款 9 教育費

査定の考え方

新規 継続 拡大 縮小

事業名 94610

金額の単位は、千円

文化振興費項

予算要求課 市民活動部　生涯学習課 内線　2365

4 社会教育費 目 6



事業別予算概要 一般会計

一般財源

以下は予算要求時の内容

9

H22当初予算額

歳出 6,450

事業費（人件費除く）

6,450

要求額増減理由

　文化振興事業補助金の増

芸術文化の振興を積極的に支えます

実施方針

成果

　芸術文化活動意欲の向上

④市長の約束

伝統文化を守り、次代へ継承します。

　文化振興事業補助件数（件） 7 7 10

　芸術文化振興活動への支援
　飛騨高山ＹＡＮＳＡ２１フェスティバルへの支援

H23計画
コスト・成果ポ
ジション計画・実績・見込 H21実績 H22見込

事業名
事業概要 　今後の方向性

評価区分

成果コスト

　芸術文化活動に対する支援のあり方
　飛騨高山ＹＡＮＳＡ２１フェスティバルのあり方
　関係団体と市との関わり

５「ゆたかさ」のあるまちをめざして

（４）文化

文化振興支援事業

ソフト

③事業評価

（２）新たな文化の創造と振興を図る

文化

①総合計画

　市民の自主的な芸術文化活動を支援する

（４）「ゆたかさ」のあるまちをめざして

①文化的環境の醸成

事業実施の課題 ②実施計画・中期財政計画

事業の目的

8,700 8,700

文化振興事業支援補助金の応募機会の拡充に伴
い増

8,700

国庫支出金

その他

県支出金

財務部査定どおり

査定の考え方

財源内訳 起債

△ 2,750 8,700

財務部査定額

9,200

文化振興支援事業

9,200 2,750

市長査定額

○

H23要求額 増減

款 9 教育費

査定の考え方

新規 継続 拡大 縮小

事業名 94615

金額の単位は、千円

文化振興費項

予算要求課 市民活動部　生涯学習課 内線　2349

4 社会教育費 目 6



事業別予算概要 一般会計

一般財源

以下は予算要求時の内容

H22当初予算額事業費（人件費除く）

財源内訳

国庫支出金

起債

予算要求課 市民活動部　生涯学習課

文化伝承館管理事業費

款

内線　2363 金額の単位は、千円

目 6 文化振興費9

○

社会教育費

新規 継続 拡大 縮小

事業名 94620

教育費 項 4

増減 市長査定額 査定の考え方財務部査定額 査定の考え方

歳出 3,650 3,650

3,650 3,650

0 3,650 前年同額 3,650 財務部査定どおり

H23要求額

県支出金

その他

3,650 3,6500

①文化的環境の醸成

事業の目的 ①総合計画

　文化伝承館の適正な管理運営により市民の利用を促進する
（２）新たな文化の創造と振興を図る

（４）「ゆたかさ」のあるまちをめざして

文化

コスト 成果コスト・成果ポ
ジション

③事業評価

　今後の方向性

事業実施の課題 ②実施計画・中期財政計画

　利用者目線に立った施設の運営

評価区分　管理運営

　文化伝承館利用者数（人） 3,347

事業名

H21実績 H22見込 H23計画

事業概要

計画・実績・見込

3,500 3,500 実施方針

成果

④市長の約束

要求額増減理由

　指定管理制度の導入による利用者サービスの向上、経費節減



事業別予算概要 一般会計

一般財源

以下は予算要求時の内容

H22当初予算額

歳出 900

財源内訳

国庫支出金

　市民カレッジに公民館講座を含めたことによる増

④市長の約束

成果

　市民の学習意欲の高揚

要求額増減理由

コスト・成果ポ
ジション

コスト

H23計画

　講座開催回数（回）

事業概要

③事業評価

19 20 20

計画・実績・見込 H21実績 H22見込

　今後の方向性

　市民カレッジ、出前講座の開催

事業名

評価区分

実施方針

成果

事業実施の課題 ②実施計画・中期財政計画

　講座の内容

５「ゆたかさ」のあるまちをめざして

（２）生涯学習

ソフト

生涯学習推進事業

①学習機会の充実

①総合計画事業の目的

　生涯学習機会の提供と充実を図る

（４）「ゆたかさ」のあるまちをめざして

生涯学習

（１）誰もが生涯を通じて自ら学ぶことのできる環境をつくる

財務部査定どおり予算組替に伴い増
ＩＴ講座の廃止に伴い減

1,180

その他

起債

1,180 1,180

県支出金

査定の考え方

△ 1,524 1,180

市長査定額

1,524

H23要求額 増減 財務部査定額 査定の考え方

900 2,424

2,424

新規 継続 拡大

事業名 94900

事業費（人件費除く）

金額の単位は、千円

生涯学習推進費項

予算要求課 市民活動部　生涯学習課 内線　2349

款 9 教育費 4 社会教育費 目 9

生涯学習推進事業費

縮小

○



事業別予算概要 一般会計

一般財源

以下は予算要求時の内容

H22当初予算額

歳出 700

財源内訳

国庫支出金

④市長の約束

成果

　学習機会の提供

要求額増減理由

コスト・成果ポ
ジション

コスト

H23計画

　学生数（人）

事業概要

③事業評価

68 72 80

計画・実績・見込 H21実績 H22見込

　今後の方向性

　管理事務

事業名

評価区分

実施方針

成果

②実施計画・中期財政計画

　利用者の拡大

５「ゆたかさ」のあるまちをめざして

（２）生涯学習

ソフト

放送大学岐阜学習センター高山分室運営事業

事業実施の課題

生涯学習

（１）誰もが生涯を通じて自ら学ぶことのできる環境をつくる

①学習機会の充実

①総合計画事業の目的

　放送大学高山学習センターを適正に管理運営する

（４）「ゆたかさ」のあるまちをめざして

700 700

その他

起債

財務部査定どおり

県支出金

前年同額 700

査定の考え方

40 700

市長査定額

△ 40

H23要求額 増減 財務部査定額 査定の考え方

700 660

660

新規 継続 拡大

事業名 94910

事業費（人件費除く）

金額の単位は、千円

生涯学習推進費項

予算要求課 市民活動部　生涯学習課 内線　2349

款 9 教育費 4 社会教育費 目 9

放送大学高山学習センター運営費

縮小

○



事業別予算概要 一般会計

一般財源

以下は予算要求時の内容

③事業評価

　町内会との調整
　計画的な整備
　支援のあり方

H22当初予算額

財源内訳

35,000

事業費（人件費除く）

　町内会集会施設の整備に対する助成

事業概要

要求額増減理由

　町内会集会施設整備規模等の減

④市長の約束

　地域活動・地域コミュニティの活性化

成果

2

事業名

実施方針

H23計画
コスト・成果ポ
ジション

2

計画・実績・見込 H21実績 H22見込

　整備施設数（箇所） 1

　今後の方向性

評価区分

コスト 成果

町内会集会施設整備事業補
助

町内会集会施設整備事業補助

③地域力の向上

ハード

５「ゆたかさ」のあるまちをめざして

（５）地域

事業実施の課題 ②実施計画・中期財政計画

　町内会や市民活動団体などの活動拠点となる町内会集会施設を整備する

（４）「ゆたかさ」のあるまちをめざして

地域

（１）地域に住み続けたいという思いを育てる

事業の目的 ①総合計画

△ 16,080 19,000 19,000

財務部査定どおり
（平成23年度より市民活動推進課に所管変更）

△ 15,000

県支出金

その他 15,000

国庫支出金

起債

18,920

歳出 50,000 18,920 △ 31,080 19,000 要求どおり 19,000

H23要求額 増減 市長査定額 査定の考え方財務部査定額 査定の考え方

○

新規 継続 拡大 縮小

事業名 94915 町内会集会施設整備事業等補助金

款 9 教育費 項 4 社会教育費

予算要求課 市民活動部　生涯学習課 内線　2349 金額の単位は、千円

目 9 生涯学習推進費



事業別予算概要 一般会計

一般財源

以下は予算要求時の内容

事業名 94925 家庭教育充実事業

○

H23要求額H22当初予算額

内線　2350

款 社会教育9 教育費 項 4

金額の単位は、千円

目 9 生涯学習推進費

新規 継続 拡大 縮小

予算要求課 市民活動部　生涯学習課

2,035

財務部査定額増減

歳出 490

事業費（人件費除く）

1,545 1,865

市長査定額

予算組替に伴い増
事業費は実績に基づき精査

1,865 財務部査定どおり
（平成23年度より市民活動推進課に所管変更）

査定の考え方査定の考え方

財源内訳

国庫支出金

その他

起債

県支出金

490 2,035 1,545 1,8651,865

事業の目的 ①総合計画

　家庭・学校・地域・企業との連携
　教育振興基本計画に定める目標水準の達成

地域

事業実施の課題 ②実施計画・中期財政計画

①家庭を大切にするこころづくり／②地域を愛するこころづくり

　家庭や地域とのかかわりの中で教え学び合えるつながりのある家庭教育を実施する
（１）地域に住み続けたいという思いを育てる

（４）「ゆたかさ」のあるまちをめざして

ソフト

５「ゆたかさ」のあるまちをめざして

（５）地域

計画・実績・見込

家庭教育充実事業／いじめのない明るいまちづくり推進事業

　家庭教育講座の開催

コスト・成果ポ
ジション

　今後の方向性

評価区分

事業名

成果

H23計画

実施方針

H22見込

　家庭教育充実事業参加者数（人） 22,522 22,800 23,100

要求額増減理由

事業概要

③事業評価

H21実績

コスト

　いじめのない明るいまちづくり推進事業との統合による増

④市長の約束

成果

　家庭の教育力の向上
　いじめのない明るい都市づくりの推進



事業別予算概要 一般会計

一般財源

以下は予算要求時の内容

　指定管理者制度の導入による利用者サービスの向上、経費節減

1,300 ④市長の約束

要求額増減理由

成果

　奥飛騨栃尾生涯学習館利用者数（人） 1,382 1,300

実施方針4,193 4,600　飛騨プラネタリウム利用者数（人）

計画・実績・見込 H21実績

事業概要

H22見込 H23計画

4,800

　飛騨プラネタリウム・奥飛騨栃尾生涯学習館の管理運営 評価区分

　今後の方向性

成果コストコスト・成果ポ
ジション

③事業評価

事業名

事業実施の課題 ②実施計画・中期財政計画

　利用者目線に立った施設の運営
　施設のあり方

事業の目的 ①総合計画

（１）誰もが生涯を通じて自ら学ぶことのできる環境をつくる

②学習施設の整備

　生涯学習施設の適正な管理運営により市民の利用を促進する
生涯学習

（４）「ゆたかさ」のあるまちをめざして

財務部査定どおり△ 28,738

8,740 △ 2 8,740 8,740

前年同額 8,740

財源内訳

国庫支出金

8,738

8,7408,740

その他

起債

県支出金

査定の考え方H23要求額 増減 査定の考え方

歳出

市長査定額財務部査定額H22当初予算額事業費（人件費除く）

新規 継続 拡大 縮小

○

金額の単位は、千円

生涯学習推進費

事業名 94935 生涯学習施設等管理事業費

4 社会教育費 目 9款 項

予算要求課 市民活動部　生涯学習課 内線　2365

9 教育費


